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が
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年

度

：の

税

収

増

加

額
：

「

^)
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:
の

比

率

と

；、
崔

準

年

度

，八
ま
穴
ば
曆
年
>

「

0
^
^
^

額

(
瓜)
の
割
合(

比
率)

の
関
係
で
あ
る
。 

,

し
た
が
っ
て
、
税
収
の
所
得
弾
カ
性
は

^
丁

瓦

¥
で
示
さ
れ
る
が
、
で
と
ァ
と
は
既
知
の
条
件
で
あ
石
か
ら
、
さ
ら
に
簡
単
に
^
冒
と
し
て 

示
せ
ば
、
限

#
粗
税
函
数
で
あ
る
。
次
年
度
の
'租
税
収
入
の
増
加
額
を
测
定
す
る
基
軸
を
求
め
る
に

.ぼ
限
界
函
数
の
数
値

.を
と
る
方
が
.簡
単
明
瞭 

で
あ
る
。
W
は
作
の
従
属
変
数
で
あ
る
。
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の
大
き
さ
と
そ
の
構
造
内
容
？

の
変
動)
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よ
っ
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^

の
大
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と
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の
構
造
内
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が
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す
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'
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制
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搆
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と
内
喀

.の

.変
化

を

い

が

：
に

受

け

取

：
っ
て
、

そ

れ

が

各 

個

：の

租

税

.お
よ
び
全
休
と
し
て
め
税
収
額
め
増
減
、(

自
然
増
取
か
自
然
減
取
か
.

j

 

:

に

ど
の
よ
う
に
現
わ
れ
る
か
を
示
す
と
と
に
な
る
。

い
.わ
ば
租
税 

収
入
が
現
わ
ず
景
気
感
受
性
の

.：一
つ

の

形

態

；で

お

左

。
，

:，

.
限

界

函

数

を

.基

準
.
S
軸)

と

し

て

；次

年

度S
年
度
ゾ
の
税
収
を
予
測
す
る
_主 

税
制
に
変
更
が
な
い
場
合
に
、
国
民
所
得
の
嚼

加
額
と
そ
：の
内
容
構
造
が
同
一
ならば、

が

J Y
は
或
る
基
準
と
.な
る
数

.値
を

.現
わ
す
害
で
あ
る
と
考
え
て
い

..る
0
:で
あ
る
0 

^

の
：限
¥
函
数
が
た

• 

- 

• 

- 

• 

. 

.

.

. 

. 

:

丨
と
え
概
数
値
で
あ
っ
て
も
、

.税
収
測
定
の
基
準

1
©

と
す
る
こ
と
が
，で
.き
よ
5
0 

.
し
が

.し
、
..
'
国
民
所
得
の
変
動
：の
量
と
内
容
と
が
前
年
と
同
一 

で
あ
る
.な
ど
と
い
う
こ
と
は
実
際
に
は
存
在
し
な
い

と
云
う
で
あ
ろ
う
。
私
.は
そ
：の
：量
と
内
容
の
変
動
の
う
ち
：で
、
.
測
定
し
よ
う
と
す
る
年
度
の 

税
収
に
影
響
す
る
と
判
断
す
る
部
分
：i
§
条
件)

に
り
い
て
測
定
し
て
、
基
準
に
よ
っ
て
測
定
し
た
税
収
額
に
か
加
ま
た
は
於

4
か
_
1£
'
を
加
え
れ 

ば
よ

.いと
思
そ
れ
ら
の
意
味
で

.、
私
は
：

「

限
界
函
数
を
基
準
と
ず
る
修
正
方
式

1-
な
る
も
の
を
提
案
し
弋
い
る
の
で
あ
る

，

：
'

税
収
の
.予
測

額

：に

誤

差

が

現

わ

れ

る

と

す

れ

ば

.、

：

そ

れ

は

主

と

し

て̂双
測
定
の
_
礎
资
料
条

S
と
な
っ
で
い
る
経
済
見
通
し
の
誤
差
に
因 

.る
の
で
あ
っ
て
.、
税
収
測
定
方
式=

実
績
に
よ
る
積
み
上
げ
方
式
自
体
の
欠
陥
に
因
る
の
で
は
な
い

「

積
上
げ
方
式」

の
誤
り
で
は
な
い
と
一K

う

。

そ

れ

に

：
つ
い

V

私
.が
.か
ね

V

漠
然
上
心
の
う
ち
に
持
ら
て
い
た
こ：
ど
亦
、：

先
頃
、
森
田
優
三
教
授 

の
論
文
，に
明
確
に
説
明
さ
れ
て
ぃ

.る
の
を
見
て
、
考
ぇ
さ
せ

-̂
れ
.た
。：

,

'

.

.

森
田
教
授
は「

経
済
分
析
の
用
具
と
素
材」

.の
結

論

の

と

こ

：ろ

で

「

.
：
，
：
い

か

に

理

論

が

精

燕

で

あ
り
計
算
が
複
雑
高
度
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ 

だ
け
で
正

4
レ
弒
論
は
生
れ
て
こ
な
；い
。
素
祠
た
る
統
計
資
料
が
正
確
で
な
け
れ
ば
、
結
果
も
ま
ー
た
正
_
で

は

あ

り

得

な

い

：
.

」

。
-?
.
.
:
:
埋

論

勺

_

に
は
単
純
で
不
正
確
で
あ
る
が
、
，信
頼
度
：の

低

い

統

計

資

料

畫

撤

ぅ

用

具

と

委

は

、

'か
え
っ
て
、
.そ
の
粗
大
な
性
格
が
統
許
資
料
の
持
つ
誤 

差
を
中
立
化
し
、
：
：変
数
間
の
平
均
的
な
閧
係
を
実
用
的
に
、ょ
り
：粜
に
貨
現
る
と
と
が
於
る
と
も
云
え
そ
ケ
で
あ
る
レ
と
結
ん
セ
お
ら
れ
る

C

経
済
セ
ミ
ナ
ー°.;
ー
九
'六
'0
年
十
ー.月
吾
五
頁

)

to
.

.

.

.

;
 

- 

:
.
:

.
•く
.
.
.
；
.
.
.
.
. 

- 

' 

-

' 

• 

• 

'

••
.
. 

-
•
+
.
.
.
. 

V
- 

-
.
1
.
-

 

;

こ
の
用
具
と
素
材
の
.̂
題
は
、
こ
こ
で
問
題
と
し
.て
い
る
税
収
測
定
に
.
つ
.
い
て
も
_

連
が
あ
る
と
田
心
ぅ
0

'

:

:

.

.

.

.

.

主
'̂

当
局
者
:%

素
材
§

差
が
あ
る

(

ま
た
ゅ
ぁ
り
得
る
ご」

と

鐘

め

て
'
い
る
。

そ
書
材
に
あ
る
.誤
差
を
、.ー
積
み
上
げ
方
式
^

修
正
さ
れ
る
と
い.
I
と
は1K

っ
て
い
な
い
。
積
み
上
げ
方
式
S

れ
ば
、J

,
.
雜

上
.げ
方
式」

にV

は

そ

の

保

証

が

な

い

：
ど

秋

は

思

ぅ

。
：
：

ベ

：
.
；::
.
:
v
 

.
:
'
:
'
>
,

■
_
'.
' .
:
:

.ニ

ン
..

こ
れ
に
；反

し

て

、
限
界
画
数
を
基
軸
と
し
て
税
収
額
：を
刺
定
す
る
場
合
に
は
、
，
そ
の
部
分

.に
つ
.い
て
^̂̂

も
の
と
し
て
の
国̂
所
得
の
.推

黏

に

お

け

る

誤

蒙

、
そ

銮

ま

歲

収

予

測

額

に

現

.わ

受

わ
れ
る
。
例
え
ば
、
国
S

得
の
推
計
額
に
或
る
額
の

S

S

■っ
I

す

る

。
，
限

界

租

税

勝

を

歡

 

そ
の4

 

ほ

額(

誤
差
率
.で
は
な
ぃ

)

0

^

^

-
1

^

に
誤
差
力
現
わ
れ
得
る
力
そ
れ
は
蘋
土
好
方
式
に
ょ

.る

馨

•

少
な
い
量
で
現
わ
れ
る
。
.し
た
.が
っ
て
：税
仅
総
額
の
測
定
額
で
は
H
限
界
函 

数
を
基
準
と
す
る
修
正
方
式

」

の
方
が
素
材
の
誤
差
が
少
な
く
な
る
結
果

_

く(

少
な
く
現
わ
れ
る.

〕

要
因
を
、.
於

か

影

炉

か

いS

持
っ
て 

い
る
と
云
え
る
の
で
は
な
い
が
と
思
っ
て
い
る

'9
 ̂

「

実
績

5

翁

み

上

げ

方

式

」

に
づ
：い

て

霞

を''

'持
：ち
、
そ
の
再
検
討
を
要
求
し
て
：い
る
^
で
あ
る
。
''
.
十
'
:
:
;

」

：
：

'

.

' 

.

.

. 

.

.

.

. -

.

.
+
• 

.

.

. 

一.
.
.
. 

. 

■
,

二

九
六
0
年
度
'の
麗
擀
造
が.持
.つ
，税

取

备 

'

:
-

，

.-.\\
 

•
.

讓
題
を
1

着
l

l

s

l

i

l

l

i

i

:
 

'
. 
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税
制
改
正
に
よ

る
增
税
^

た
は
減
税
が
そ
の
年
度
の
最
初
か
ら
施
行
さ
れ
.な

い
で
、
年
度
の
中
途
か
ら
実
施
さ
れ

.る
場
合
に
は
、
そ
の
改
正
に
よ 

る
初
年
度
の
増
収
ま
た
は
減
収
と
、
平
年
度
に
お
け
る
増
収
額
ま
た
は
減
収
額
と
の
差
は
大
き
く
な
る
タ
例
え
ば
三
四
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
る 

初
年
度
の
増
収
ま
た

.は
減
収
は
、
既
に
三
四
年
度
決
算
額
に
そ
の
結
果
が
現
わ
れ

'て
い
.る
。
し
た
が
っ
て
、
三
五
年
度
の
税
収
に
つ
い
て
は
、
三 

四
年
度
の
税
制
改
正
：に
よ
る
初
年
度
の
増
収
額
お
よ
び
減
収
額
と
、
.三
五
年
度(

平
年
度
3
0!
.増
収
額
お
^;
次
滅
収
額
の
备
奶

.を
見
れ
ば
、
三
四
年 

度

(

前
年
度)

の
税
制
改
正
に
よ
る
賴
.■(

減)

.収
が
ど
の
經
度
と
見
这
ま
れ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
に
な
る

'0
■

■.
,

(

2

>
裘
年
度

.

(

こ
こ
で
は
三
五
年
度)

の
税
制
改
正
に
よ
る
初
年
度
の
增
収
ま
た
は
減
収
額
を
ど
：の
程
度
に
見

^
む
.か
0
: 

/
 

こ
の
一
一
つ
の
条
件
を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
.て
、

或

年

度(

こ
こ
で
は
三
五
年
度)

の
決
算
額
に
：お
け
る
増(

減)

収
を
調
節
し
て

.自
然

増

収

■額 

..を
概
葬
す
る
こ

.と

.が
で
き
よ
ぅ

。
.，
...

三
四
年
度
の
'税
制
改
正
に
よ
る
国
税(

一
般
会
計
分)

の
增
収
お
よ
び
減
収
额
は

.次
の
よ
ぅ
に
見

^
ま
れ
て
い
た
。

(

A)

.
初

年

度

の

減

収

見

込

額

■

:

m

三
億
三
二
百
万
円
;
公

 

‘

^

:
B

)

.平
年
度
の
減
収
見
込
額
：

.
，

.

'

■■
七
一
：億
四
七
苗
万
円

.
'
'
:
'

.

 

'.

 

.

.

.

.

. 

. 

.

.

.

. 

• 

•

:'
C
A

)
〜

C
B

)

の

差

額
..
六

一

億

八

亙

百

万

円
:

:. 

'
こ
の
ー
般
会
計
分
め
減
収
見
迖
額
に
つ
い
て
卜
殊
に
所
得
税
と
法
人
税
ァ
揮
発
油
税
ヽ
物
品
税
、
破
糖
消
費
税
に
，つ
い
て
若
干
の
説
明
を
要
す 

る

，
か

と

思

う

：
。

(

資
釙
、「

国
の
予
算
|
三
四
年
度
版
：五
'四
0
丨
ニ
頁
参
照
0)

:■
■
.

改
正
項
目
5

〕

初
年
度
見
込
額.

'' 

<

l)

v
 減

:
''
税

:

.:
'
0

一.三
億

円(

減>

■'
c
a

)

所
得
税
のj

-

般

的

減

税

.:
■
三
七
九
億
円(

減>: 

:
.

内

(

讓
控
除
の
引
上
げ)

:.
:
:
:
0
1
四
五)

.

c

a
平
年
度
見:.
a

額 

四
六
五
億
円

(

減)

-.
：
.
'

 

四
一n

一
億
円 

(

一
ー
七
八

)

'
-
'
.
.

差
額
：..C
A

〜

：B)

，'; 

,
五
'
1
«円

..
:
.
'
.
,
. 

::
四
三
億
円
:

. 

三)

パ

：

九

8
年
度
の

国
税
擀
造
が

持
.ろ
税 '
収
の

所
得
弾
力
性
お
.よ..

び

限
界
租
税
函
数

九 

<

六1
九
；}

第 1 表 昭 和 3 4 年度と 3 5 年度の税収実輯比較

税 m 34年度
決 箅 % 35年度

実〔績 % 前印:度比 
m 収額 %

⑴ 所 得 税 2780 20.9 3906 22,1 1126 26.4
m 泉 分） (2102) (15.7) (2929) (16.0) (828) (19.4)
( 申 告 分) < 678) (5 .2 ) ( 977) (5 .1 ) (298) (7 ,0 )

⑵ 法 入 税 3906 29.1 5734 . 32.5 1828 43.0

⑶ 酒 . .税 ' 2178 16.3 2485 14.1 307 7.2
⑷ 專 売 恭 金 1261 9.4 1470 8.3 209 4.9

①一④小 計 10125 75.7 13595 77.1 3470 81.5

(5) 砂 糖 消 費 税 338 2.5 281. 1.6 A 57 ^ 1.3
(6) 揮 発 油 税 822 6.1 1030 6.0 208 4.9
(7) 物 「品 税 624 4.6 822 4.7 : 199 4.7
(8) 関 税 808 6.0 1098 6.3 290 6.8
⑶ m 行 税 35 0.2 43 : 0.0 8: 0.2

⑤一⑨小 計 2627 19.5 3274 18.6 648 15.3

(10) 有価証券联引税 64 ’ 0.4 111 ：0.6 ； 47 1.1
'取引所税• どん

(11) 税.トランプ類 [ m* 23 0,1 22 0.1 A  1 0.0
.税 . そ .…の 他

m 相 m  : 税 99 0,6 123 0.7 24 0.6
(⑶ 再 評 価 '税. 32 0.1 21 0.1 a  12 a  0.3

0D 印 紙 収
入

425 3.1 506. 2.8 81 1.9

,合 ， . 計 . 13395 100 17652 100 . . 4257 100

(単 位 億 W。億未満四捨五入)

八

(

六
一
八)

V:::

三
べ
.；税
収
測
定
に
関
す
る：
'
.

V
'

:

■
'

若

^
の(

条

#

.

こ
の
論
文
で
は
昭
和
三
五
：年
度
の
税 

■■
■
■収
を
美
例AJ

し

て

、
.
'
所

得

弾

力

性

と

限 

界

函

数
.を
測

定

し

.よ
ぅ

'..

と
す
る
，が
、
そ 

の
'た
め
に
、
ま
ず
三
四
年
度
と 
一
ニ
五
年 

ハ
度
の
.国
税
収
入

.の
構

造

を

.
示

し

て

置

く

。

7(

第
.1
.
.
表)

,

、
+|»
>|
.

.

.

.
J.'
: 

; 

.<
 

,

或
る
年
度
め
租
税
の
自
然
墙
収
額
の 

::

測
定
に
'つ
ぃ
一
て
は
、
.次
の
条
件
を
考
慮 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

.い
。

:■

(

1)

前
年
度
に
疗
わ
れ
た
税
制
改
正 

.に

.よ
；
っ
，て

、

(
<
>

初
年
度
ハ
税
制
改
正
が 

:

.

行
-f
c

れ
た
年
度)

ッ
に.お
け
る
増
収
額
ま
た 

は
減
収
徹
と、(

6
}そ
.の
次
年
度
か
ら 

へ
の
平
年
度
に
お
け
る
増
収
額
ま
た

は

減 

収
額
と
の
差
額
で
あ
る
。
或
る
年
度
の
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法
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業
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収
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-
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品
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関
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億
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億
們
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九
億
円
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.
H
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〇
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六
ニ
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'
こ
の
表
に
示
す
ょ
ぅ
に
、
：三
四
年
度

.の
税

制

改

正

に

ょ

を

初

年

度

と

.平
年

度

会£ 

⑴ 

減

税

ど

⑵

租

税

特

別

措

置

：の

整

理

f
cょ
づ

て

：•'
■
■税
収
額
に

^
いH
は

(
負
担
の
均
.銜
の
FU
1
:題
雀
別
夫

法
人
税
は
減
収
見
芩
物
品
税
は
減
収
見
鹗
；
揮
発
油
税
は

_増
収
見
込
に
な
？
て
い
る
。：：
::

‘ 

. 

h 

• 

•
• 

•
.
'

、.

:
ノ
所
得
税
は
一
般

的

減

税

に

お

い

で

、

ー
ー
，
妄

年

度

ビ

約

四

竺

億

円

の

減

耿

見

选

で

あ

ゐ

が

、
：
特

別

措

置

.の
盤

理
.に
お

い.て

-一
，
一
一
一
：
億

円

の

増

収

で
 

.あ
る
か
ら
、」

.差
引
き
約
七
九
億
円
：の
増
収
見
込
と
な
る

。

,;
;:
.-
' 

.-
:■

.法
人
税
：の
'三
五
年
度
の
減
収
見
还
と
增
収
見
込
と
め
差
引
額
は
約
六
〇
億
円
と
な
る

.(

特
別
措
置
の
整
理
：

)

。
：

■

物
品
税
は
軽
減
と
新
規
課
税
と

.の
差

引

額

約

：三

億

円

の

増

収

見

込

、

衝

発

油

税

は

四

0
億
円
の
増
収
曳
选
ノ
砂
糖
消
費
税
は
関
税
へ
の
振
替
に 

よ

っ

：
て

五

〇

億

円

の

減

収

見

込

フ

関

税

は

砂

糖

消

費

税

.か
^
の
振
替
に
よ
？
て
五
0
廒
円
の
塯
加
見
这
に
な
ぅ
て

‘い
，る
。.
登

録

税

.は

印

紙

収

入

に 

含
ま
れ

.て
い
る
が
、
初
年
度
と
平
年
度
の
減
收
見
迅
額
に
は
増
減
が
な
い

。
：

.

.

.

.

.

.

.
-

■

三

五

年

度

の

、
国

税

，

C
1

般
会
計
分)

に

.つ
い

て

の

税

制

改

正

：は

、

■年
度
の
始
め
か
ら
め

.関
税
：め
增
徵
が
行
わ
れ
て
約
五
八
億
円
の
増
収
が
見
込
ま 

.
れ

て

い

る

。

三

六

年

：
一

月

以

後

に

：
お
い

..て

0
芸
年
度
の
：第
4
四
.半
期)

、，
給
与
所
得
に
づ
い
て
減
税
が
行
わ
れ
、

」

：約
五
八
億
円
の
増
収
.が
見
込
ま
杧 

，
て
：い
る
。
' 
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:

v:'
.
,
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;
:
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■
-
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そ
れ
ら
のc

l
>
.

前
苹
度
の
税
制
改
正
に
よ
る
本
年
度

.

.
'

(

こ
こ
で
.

■
一
五
年
度)

の
.税
収
の
増
減
め
当
初
見
?

A額
と

.
、

正
に
よ
る
税
収
の
増
減
の
当
初
見
还
額
と
を
概
算

•す
れ
ば
、
：第

2
表
が
示
す
よ
ぅ

.に
総
計
に
._お：い
て
增
収

.'
億
円
に
な
る

。
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一k
会
計
の
租
税

•
印
紙
収
入

•
専
売
納
付
金
の
三
四
年
度

.決
算
額
に
对
ず
るI

一
一
五
年
度
決
算
の
増
収
額
を
約
四
二
五
七
億
汗
と
し
て
、'
三

四

,
•
 

年

度

お

よ

び

三

五

年

度

の

税

制

改

正

：に
：よ

.る
増
減
収
見
込
の

.差
引
額
約
五
穴
億
円
の
増
加
を
、
ヾ
当
初
見
込
額
を
そ
，の
ま
ま
に
、
.
.決
算
增
加
額
か
ら
：

.差
引
く
ど
約
四
ニ

0
1億
円
に
な
るー

決
算
に
お
け
る
增
加
額
よ
：々
も
約
五
六
億
円
だ
け
少
い
こ
と
：に
な
.る

'0
こ
れ
は
三
：四
年
度
お
よ
び
三
五
年 

.度
の
税
制
改
正
に
ユ

'る
減
収
本
よ
び
增
収Q

当
初
見

^
額
を
^
の
.ま
ま
に
、
ーー£
年

^
の
減
«
お
.よ
.び
增
収
額
と
し

.て
計

算

し

：
たか
ら
、
こ
の
よ 

ぅ
な
結
果
が
現
わ
れ

.た
の
で
あ
る
。
し
か
し
：
三
四
年
度
と 
一一J:

五

年

度

の

改

正

に

：
よ

づ

.て

崎

.さ
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
生
ず
る
智
で
あ
っ
た
税
収
額
を
考
え
る
と
す
れ
ば
；、
殊
：に
.法
人
税

0
場

合

で

：あ

ろ

か
'\
法

人

税

の

減

収

の

当

初

見

込

額

は

約
六
〇
億
円
で
あ
る
。)

法
人
税「

の
所
得

# )
カ
.性
：は

他

の

祖

税

よ

少

大

き

：い

。

:,
-
し
.か
^
、
i
:空
ニ
五
年
度
の
場
合
に
つ
’い
て
ノ
法
人
税
収
入
の
決
箅

.
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ノ
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四
年
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め
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と
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伸
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率
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約

1
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九
六
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国
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榴
造
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〇

ii
n
の
部
分
も 
一
•
四
七
の
率
で
増
加
し
た
と
す
れ
ば
、
約
九
〇
億
円
の
.増
収
■と
な
り
、
当
初
見
ル6

よ
り
も
約
三
〇
億

5
1多
い
こ
と
に
な
る 

で
あ
ろ
ぅ
。
法
人
税
以
外
の
他
の
租
税
に
つ
い
て——

所
得
税
の
減
税
を
含
め
て

-
-

—

減
税
が
行
わ
れ
た
租
税
に
つ
い
て
、
も
し
そ
の
減
税
が
行 

:

わ
れ

%:
け
れ
ば
生

^
る
笞
で
あ
：っV

た
税
収
は
、一
所
得
税
■の
：，1

般
的
減
税

..の:#
:
分
ハ
当
初
鬼
这
約
四
4ー1億
円
.マ
と
：物

；品

税

の

駿

減

'

C

当
初
見
迅
額
約
五
.億
S
 

が
増
収
を
見
込
み

#
る
，
の
で
あ
ろ
ぅ
。
，.
1ー.ー
面
年
度
£
|
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五
.年
度

の

：決

箅

網

に

：つ

い

：て

所

得

税

の

伸

び

率

ゆ

約

 
一

•
四

で

あ

り

、
.
物

品

税

の

伸

び 

率

は

約L •

一
一'一
で

あ

る

。
，
所

得

税

 

五
.
年

度

約

 
一
ニ
ー
一
億 

円
办
部
分
も
増
加
す
る
め
を
別
と
し
て
も
-̂
約
七
八
億
円
め
靖
収
が
あ
っ
た
ヽ
と
し
て
も
-
当
初
見
还
額
よ
り
約
三
五
億
円
め
墙
収
で
あ
る
-

如
ル
撕
の 

輊
減
が
行
わ
れ
：な
か
フ
た
な
ら
ば
：

(

新
規
課
税
ち
よ
る
增
収
.の
当
初
見
込
約
ー
ー
偉
丹
を
：別
と

.し
て
>
,約

-:

の
減
税
が
行
わ
れ
た
部
分
だ
：け
に
づ
い
て
、
減
税
が
行
わ
れ
な
か

-.
た
場
合
食
の
瑙
収
額
を
概
算
す
れ
ば
、
：約
八
〇
億
円
に
な
る
。
し
か
し
増
税
に 

3
る
增
収
当
初
見
込
額
の
増
加
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
自
然
増
収
額
の
一
部
が
相
殺
さ
れ
る

。
'

.

昭
和
三
五
年
度

.に
関
す
る
限
り
、
税
制
改
疋
が
な
か
っ
た
場
合
の
税
収
の
自
然
増
加
額
と
、ベ
決
算
.に
お
：け
る
増
収
額
と
を
比
較
す
れ
ば
、
両
者 

は
ほ
ぼ
等
し
い
か
、
ま
た
'は
'ー
0
億
円
程
度
の
差
に
止
ま
る
で
あ
ろ
ゔ
。

パ

_

税
制
改
正
が
な
か
？
た
場
合
の
税
収
額
は
、
.そ
れ
ぞ
れ
当
初
見
込
額
に
よ
っ
て
，税
収
の
増
減
を
測
定
し
た
場
合
に
、

約
四
一
ー
〇
一億
円
に
な
る 

が
、
各
税
の
構
成
比
は
少
し
く
変
動
し
て
い
る
。
殊
に
法
人
税
は
四
四

-:
九
％
、：

所

得

税

は

一

一

：六

•
三

％
、
：酒
税
は
七
•
三
％
、
専
売
納
付
金(

専 

売
益
命)

は
四

•
.九
％
を
占
め
る
。

こ
の
四
税
で
合
計
約
八

W

V五
.
に̂
な
る
0

殊
に
法
人
税
と
所
得
税
だ
け
で
七 
一
：
• ニ 
％
を
占
め
る
こ
と
に 

な
る
。
さ
ら
に
、

0
^
>
#
糖
消
費
税
、

0
0

)

揮
発
油
税

.

.

.

(

？
0
:物
1品
税

*(

3)

：関
税

.
分

)

通
行
税
の
合
計
額
は
約

.五
五
三
億
円
で
約
.ー
 

三
％
を
占
め
て
い

る
0
合
せ

•て
約

九

六

.
五.％
を

占

.め

て

い

る

と

と

に
な
る
。'決
算
額
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
構
成
比
は
九
六
•
八
％

で
あ
る
か 

ら
、
'そ
の
差
は
〇

>.
三
％
程
度
で
あ
る
。
決
箅
に
お
け
る
増
収
額
に

.お
い
て
も
、
税
制
改
疋
が
あ
：っ
f
c

よ
っ
て
测
定
し
て
も
、

,(

1〕

所
得
税

.パ
2)

法
人
税

^

^(

9〕

，
関
税
ま
で
ひ
九
種
の
租
税
に
よ
っ

.て
、
国
税
衩
入C

一
般
会
計
分)

の
.量
と
溝

第 2 表税制改正がなかった場合の当初見込額による35年度の税収見込領
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⑵

(3)酒 税

⑷ 専 売 益 . 金

.⑶+ ⑷ ...小.

(5) 砂 糖 消 費 税

(6)揮 発 油 m
(T) 物 品 税

(8) 関 : .で._./ノ m
⑶通 行 m

(5)〜 ⑶ 小

(10)有、俩 証 券 取 引 税

仙取引所税•トランプ 
- •とん親など

残 ：相 : Ja ； 税 

03) W  評 . 親 .

(H) 印 紙 収 入

05)合 計
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増 卿 (泠)
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合
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ム 323' 
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八 31
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今 5
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A  16 
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56

35年度改税制改正
芷による
増(厶減）年度増減
取額

a  58 

a  58
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58
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による35

(△)頓

21 
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A 50

A  3 
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56

税制改正がなか 
った場合の35牟 
度増減(厶）取額
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; — ——
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H 表

34年曆年( 0  Y )
第 1 
四 半 斯  
(1マ3月）

笫 2 
四 举 期  
(4〜 6月）

第 B 
四 半 期  
(7へ9月；)

第 4 
四 半 期  

(1 0 -4 2  月）

曆 年  

合 計 額

3 5 年 

1〜3月

勤 労 所 得 10190 11761 12318 15161 49429 11737
個人業主所得 5880 5429 7508 9974 28791 6370
個人賃貸料所樽 555 531 556 596 2239 607
個 '利 子 所 得 857 910 949 1041 3756 1090

食 計 17481 18631 21331 26772 84215 19804

34年 度 ( F Y ) 4 〜 6 月. 7 へ* 9月 10〜12月 1ヶ 3 月 舍 I K額 35年4〜6月

所 得 税 取 入 463 790 591 937 2781 606
m 泉 分） 400 649 450 602 2101 .514

(申 告 ... 分) 63 141 141 335 680 92

m 得 税 料年4 月 34年 7 月 34年10月 35年 1 月 35年 3 月 35年 4 n

娘 納 額 188 168 164 159 187 169

(源 泉 分) 47 .. . .;45 44 41 39 ■ 41
(申 告 分) 141 122 120 118 148 128
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深
知
る
々
电
告
納
賴
分
に
づ
い
て
は
、
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.曆 
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ン
所
：
得

税

が

翌

年

の
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..1:
月

;-
+
*五
0
ま

；
で̂
申
告
納
税
さ
れ
る
の
：で
あ
る 

鳴

か
^

.

「

時
め
遅
；れ'-
は
約
霉
女
月
毕
で
あ
るo.

:所
得

税

収

入

に

拉

い

て

.源

泉

分

と

申

告

分

の

収

入

が

占

め

る

比

率 
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、
.
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一
一

 一

四

年

度

お

ょ.び
..一
一

一

五

架

度

の

決

箅

に

お

い

て

見
ら
れ
る
ょ
ぅ 

P.
1
6

;
:
r
に

、.
.源
泉

分
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七

左-
六〜

七
四
べ
七

^
ハ
平
均
し
て
約
七
艽
き
、
申 
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g
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'
v 告
分
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一
一0 
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一
一
五
、
.

「

一一| 
%(

平
均
し
て
約
ニ
五
％)

を
占
め
.て
い 

0:

1

.

る
。
し
た
：が
：っ
て
、

：

所
得
税
収
入
の
；全
休
と
し
て
ば
、
加
重
平
均
す 

0-
2

れ
说
、
へ■一：

一

ケ
月
に
近

v>
.「

時
の
遅
れ

1-
と
な
る
が
、
'.申
告
納
税
分
の

ソ
ぅ
ち
三
月
末
ま
で
に
収
納
さ
れ
な
い

.部
分
も
あ
り
、
ま

た(

私
は)

号
ぐ.. 

...，.

P号〉

50
10
7

©
¥.
_
趴
の
所
得
統
計
じ
：か
东
さ
れ
て
い
な
い
が
ら
、
•所
得
税
は
暦 

9

-̂

.

p.
r-
年
の
所
得
と

.そ
の
変
動
を
反
映
す
る
も
の
上
し

.て

.測
定
す
る
。
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書
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白

統

.表
は
三
：四
年
の
暦
年

.の
個
人
所
得
：の
動
き
と
所
得
税
収
入
の
動
き
と

得

'融
V
. 

-
所

.
f

の
闋
係
を
示
そ
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

[0
し
、
所
得
税
は
阃
人
所

.民
，政

-
- 

.

固
財
得
の
す
べ
て
を
課
税
の

.対
象
と
す
る
も
の
，で
は
な
い
.

——

課
税
所
得 

^

へ
.
.と
す
る
も
ー
の
で
は
な
い
。
.'
''::
し
が
し
ヽ
：：
所
得
の
構
成
内
容
に
変
り
が
な
：
 

.

く
..(

ま
た
変
動̂

あ
っ
て.
'
^
.、.そ
の
変
動
が
：微
少
.'で
、'
.そ
.れ
を
無
視
し
て
も
よ

い
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば)

、
ま
た
所
得
税
に
関
す
る
観
改
正
が
ヾ
な
い
と
す
れ
ば(

同
じ
税
制
藤
造
で
あ
る
.と
す
れ
ば)
、
暦
年
計
算
の
個
人
所
得 

の
変
動
と
所
得
税
収
入
の
変
動
と
の
関
係
を
見
る
こ
と
は
意
味
の
あ
各
こ
ど
で
あ
ろ
ぅ
:0
r

昭
.和
三
：四

年

'8
年
>
.の
分
配
国
民
所
得
に
お
い
て
、

個
人
所
得
は
7 1

兆
四
ー
：1

一
五
億
円
と
推
計
ざ
れ
て
い
る(

三
三
年
丨
昏
や
の
個
人
所
得
は
七 

兆
五
三
五
八
億
舟
と
推
許
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
個
人
所
得
の
増
加
額
は
-約
八
.八
：五
七
億
け
や
あ
る
0
丨
国
.民
.所
#

白
.書
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昭
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の
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©

•
加
：̂
.
と
.し
：て
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約
.
一
兆
五
五
0

0

億
円 

の
増
加
と
推
計
す
る
。
し
た
.が
っ
て
三
五
年(

暦
年)

の
分
，配
1

!
民
既
得
を
約
一
一
.
.兆
--
'

八
〇
〇
億
円
と
推
^

す
る
。：
そ
の
一
五
％

一
五
•

五
％ 

を
法
人
所
得

(

約
一
.
兆
七
三
〇
〇
億
円
ゾ
：と
し
、
個
人
所
得
を
約
九
兆
四
.五
0

〇
億
円
と
.
推
計
す
る
。
..

三
四
年
®

年)

の
個
人
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得
八
兆
四
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五
億
円
に
対
し
て
約
ー
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兆
〇
三
0

0

億
円
め
増
加
で
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る
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第

2-
表
に
示
す
よ
ぅ
に
、
三
四
年
度
お
よ
：び

—-
1
£年
度
に
税
制
改
正
が
な

1-
>
場
合
に
は
、
三
瓦
卑
度
：の
所
得
税
収
入
の
.増
収
額
は
約
ー
一
〇
五 

億
円
に
な
る(

減
収
.ま
た
は
増
収
兄
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
当
初
見
込
：解
に
よ
っ
て
い
る)
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得
税
の
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収
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制
改
正
が
な
ぃ
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合
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然
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収
額)

に
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て
、

三
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.年
度
の
，所
得
税
に

^
わ
れ
て
い
る

(
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所
得
弾
力
性
と 

(

2)

限
界
函
数
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計
算
す
る
と
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の
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Y法
人
税
の
課
税
の
対
象
と
な
名
事
実——

法
人
所

#
の
収
得
の
事
実——

法
人
税
の
 ̂

法 

人
税
が
収
納
さ
れ
る
時
期
ま
で
：の
：「

時
の
迤
れ」

は
所
得
税
の
：場
合
よ
り
も
長
：い

-:
:
°法
人

税

ば

決

算

後

の

ー

、

¥
月

以

内

に

：申&
さ
れ
、
申
告
と
同 

時
に
法
人
税
額
の

.

「
一

分

の

1
を
納
付
す
る

:-
0
他
の
一
'芬
の
：
ー.
<7
)
'部
分

^
つ

い

，て
：
は
；貨

告

以

後

1
1
¥
^

決
箅
に
よ
っ
て
法
人
の
所
得
が
決
淀
す
る
.と
；、
法
入
税
：の
半
額
：が
納
仗
さ
：れ
る
が
、他
の
半
額
は
ー
ー
—-

ヶ
：月)

の
分
納
が
認
め
ら
.れ
て
い
る
か
ら
、
：法 

.
一
九
六
〇
年
度
の
国
税
梆
造
が
持
.づ
税
収
の
所
得
弹
カ
性
ぉ
'
よ
び
隅
界
祖
税
西
数
：

一
 

五

(
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第 4 _ ち

33 年 ■— > 35 年. 

四 半 期 別

33年 

10^12月
34年 

1〜3月
34年 

..4〜6月
34年 

7〜9月
34年 

10〜12月
34年 

( 0 Y )
合 計

35年 

1〜3月

法 人 所 . . 得 2132 2413 2957 3115 3578 12063 、3695
•--- - V ノ *■-----------、r — . r - - — j ■

(合計) (10〜3月平均)

2 四手期額平均 2273 2685 3036 3345
"• . . . . . .  ノ .

11340 3637

(資料国民所得白書！).956)

34年度四準期別 4〜6月 7〜9月 10〜12月 1〜3月 整理期間 奋 計 ' 35年4 ~ 6月

法 人 税 収 入 10i5 734 1124 953+80 =  1033 3906 ；1475

..ニ '::::期 別 前 期 分 1749 .後 期 分 2157 35年1月〜6月 2508

.
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付

済
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：
な
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ま

で

：
^

は

五

ふ

爿

0

期
間
が
か
か
る
I

五v

月

の「

時
の

.
'遅
れ」

が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
に
ょ

.？
て
、
法
人
税
に
つ
い
て
.所
得
の
発

:■
生

：か

ら

：法

人

税

の

驭

納

ま

で

：
の
：：：

-1
時

の

遅

れ

」

、
が
5:
ヶ
月
で
あ
る
と
解
す
る
.の
は
正
し
く
な
い

;V

と

風

う

。
：

：

，
法

人

税

の

半

額

：が
ー
：

1
ヶ
へ
月
の
：遅
れ
で
、
：
他
の
半
額
が
五
ヶ
月
の
遅
れ
で
あ
る
か
ら
、

.
法
人
税
の
.収
納
は
一一

一.

ヶ
月
半
な
：い
.し
四
夕
月
の「

時
の
遅
れ

1-
が
：あ
る
と
云
う
の
が
正
し
い
と

.

思
う
。
し
た
が
っ
て
、
，或
る
：年
度
の
第

'4
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半
期
：2'〜

兰
月)

，に
お
け
る
法
人
の
決
算
に
ょ
る

，

■
法
人
税
の
収
納
は
そ

.の
年
度
に
は
収
納
さ
れ
な
い
。
大
体
に
お
：い
て
1
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半
期
前
の

l

-M'
i

:
■
.
の
法
人
所
得
の
：変
動
が
、
，.年
度
の
法
人
税
収
入
め
変
動
に
現
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ

21
0
)
:て、
第

4
表
^
お
い
て

往

ー

面

年

度

と

三

：五

年

度

第

1
四
半
期
：に
お
け
る
法
人
所
得
と
法
人
税

20
の
収
納
と
の
関
係
を

'示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
場
合
に
、
三
四
年
度
に
お
け
る 

P
;

,号 
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法
人
税
：の
改
正
に
ょ
る
減
収
額
は
示
さ
れ
て
い
な
い
0

し
か
し
、
法
人
所
得
の
変
動
と
法
人
税

.

.1
0

収
入
と
の
-閧
係
の
大
体
の
傾
向
を
見
る
こ
と
は
で
き
る
と
贤
う
。

.
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•
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.
第
4

表
で
は
.四
準
期
別
の
'法
人
所
得
と
备
2

四
芈
彻
の
平
均
額
を
参
考
ま
で
に
.記
し
て
置
い

、|

た
が
"
同

一

'
の

四

半

期

内

の

法
人
所
得
が
：直
線
的
：に
増
加
し
て

.い
る
の
で
は
な
い
か
ら
、

こ
の

.令 

/■
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■

■
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平
均
額

I

計
し
た
暦
年
の
法
人

I

額
は
、广
四
半
期
別
^
^

'
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る
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g
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.
*告
後I

一
 r

十
月
の
分
納
が
認
め
ら
れ
て
い
る
法
人
税
の
半
額
：の
納
付
は
、
決
算
か
ら
五
ヶ
月 

の
猶
予
期
間
の
終
り

.に
集
中
す
る
と
す

.れ
ば
、_
法
人
税
は
課
税
事
実
の
発
生
か
ら
三
ヶ
月
半
の

「

時
の
遅
れ

」

が
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
三

r

半
服
ま
た
は
四
ヶ
月
別

.の
法
人
所
得
の
統
計
資
料
を

.持
た
な
い
か
ら
、'
三
ヶ
：月

別(

四
半
期
別)

.

の
法
人
所
得一

-暦
年
の
法
人
所
得
と
法
人
税
収
入
の
赌
係
を
見
る
こ
と
，に
す
る
。
:-

三
四
年(

暦
年)

の
法
人
所
得
は
一
兆
ニ
〇
六U1

霄

で

あ

る

。
三
五
年(

暦
年)

の
法
人
所
得
を
国
民
所
得
約
一
：
一
兆|
八
〇
〇
•億
円
のI .

五

.
 

%〜

一
五

•五
％=

約

.一
兆
セ
1ーl〇
s

円
と
推
計
す
る
。.蒙
の

法

人

所

#'
:
の
.
#
.

1
6
:

齡

證

：g
t
o

癔
円
に
な
る
。

，
三
墓
度
の
.法
人
§

収
納
実
績
は
、
ニ
爾
年
度
よ
り
も
約
一
八
二

は

(

当
i

込
額
を
そ
の
ま
ま
に
营
算
し
て
も)

、
釣
一
八
九
〇
億
円
で
あ
る(

第
墓
参
照)

0
ま
た
減
税
額
ひ
伸
び
を
約
三
0

億
B

と
す
れ
ば
、
約
一 

九
ニ
〇
億
円
の
増
収
が
あ
っ
た
普
で
あ
る

.

(
H

一
頁
参
照)

。

.
' 

.

こ
れ
に
よ
っ
て
、
三
五
年
度
の
法
人
税
収
人
■

わ
れ
：て
い
る
法
人
税
の
：

(

1)

所
得
弾
力
性
と 

.■ 

T
V
.
. 

0

2

x

^

0

 

,.
;.
'
'
:
•
.
'

 :

:

>

:

(

2
、

)

限
界
函
u

 
ニ

.九
％
で
ぁる
。

：
' 

.

:

:(

3)

：鑛

は

庫

出

税

丨I

課

税
で
雲
課
税
で

t

。
製
造
場
か
ら
移
出
し
、
.ま
た
は
S

準
と
す
る
。
製
造
場
か
4

出
し
た
酒
類
I

い
て
は
、
翌
月
の
十
日
ま
2
 

ま
I

税
地
域
か
ら
引
き
取
る
酒
類
に
つ
い

5

、
引
き
取
る
際
：に
S

書
を
提
出
し
て
、
直
ち
に
酒
税
を
納
付
す
る
。
酒
禅
の
^
^
^
^

実
は
、
製
造
場

f

.

l出

c

i
で
I

。
輸
入
さ
れ
I

類
に
つ
い
て
は
保
税
地
域
か
ら
の
引
き
取
り
で
あ
る
。
国
内
摩
の
讓
に
つ
い
て 

は
、
'-
こ
の
麗
の
対
象
と

.な
る

囊

と

、
篇
の
収
納
に
は
約
ニ
ヶ

^

親
わ
れ
て
い
る(

第
5
表
参
照)

。

■:
-
 

' 

:

.

_:
:
:
v

: 

v

一

し

力

し

麗

の

庫

出(

移
出〉

は

.酒
類
に
対
す
：る
：

需
要

；--

支

出

が

本

る

こ

，
と

,

測

し

て

仕

入

れ

て

。

る

の
.で
あ
る
。
所
得
の
她
分

(

支 

出
}
を
予
定
し
て
仕
入
れ
名
の
で

.あ
る
。

'

し
た
が
ぅ
て

、

所
得
の
収
得
と
所
得
の
”参
べ
酒
類
を
I

.と
す
る
唐

と

；の
間
9

辱

の

 

一
九
六Q

年
f

国
税
梆
造
銮
つ
税
舣
の
所
得
弾
力
性
.お
よ
び
I

蠢

^
^

. 

.

I

謹

雲
^

;

^

?

^



第 5 表

年 M 酒類庫出高 酒税実輯

kl . . . .  . . . . : .

3 5 . 1 121408
2 135199
3 171716

kl (百万W)
35. 4 199318 161^12

5 173454 197 19
6 198099 216 55 -
7 203976 185 47
8 194720 212 41
9 170842 226 18

10 166274 225 37
11 171852 204 01
12 259635 195 10

3 6 . 1 134735 243 85
2 147010 268 97
3 198844 148 73

kl 2妨5偉円
.合 . . .計 . 2.191631

，(決算額）

( 1 ) 庫出高一一*財政金融紘訐月報 

117 号 p，26。
酒税月別実績一一同号P ,好-

、
卿
間
の
長
さ

.と
、
酒
税
の
課
税

.の

..
対
象
と
な
る
事
実
で
あ
る「

庫
出」

と
酒
税
の
収
納
と
の
間
の「

時
の
遅
れ」

の
期
間
の
長
さ
と
の
差
が
ほ
ぼ

:

湘
；殺
さ.れ
る
と
^
れ
ば
"酒
,
の

ー

所

得

弾

ヵ

性

お

：
ょ

が

_
界

函

数

：
馨

定

、
富

場

合

卷

を

と

る

べ

，
き

で

あ

る

が

、

.こ
こ
で
は
'他
の
消
費
税
の
場
合
と
同
じ
く
、
四

.ケ
月
な
い
し
五
ケ
月
の
：お
く
れ
と
し
て
計
葬
す
る
。

...パ

•
 

.
 
f
 

.

.

一..；.. 

'
.'

- 

-
 

:-.

■

.... 

.•

. .、
*
.

■:

1
税
取
入
の一

一

一:
四
年
度
と
.一:ー$
年
使
の
決
算
額
を
比
較
す
れ
ぼ

^
^ ̂

(

I
V:所
得
弾 

.
•力
性
と(

幺

ブ

限

界

聽

函

敎

の

敎

値

を

求

あ

ざ

义

&

商

桀

一

 m

年
度
の
酒
， 

の
改
正r

に
土
る
増
取
も
減
取
も
：な
い
.:0第
2
表
一
お
ょ
：
：び

V

完 

.

.

'
.

.
--
'(

l
v 

.

.

酒

税
0
所
揿
弾
カ
性
は
約
〇
'
.九
で
.あ
る
0 ■: 

. 

>
?
:
.

■'
へ
；

ノ
/■
.'
.
:

:

C
2

)

酒
税
め
驚
函
数
は
約
ニ.〇
％
.:で
あ
る
。
^

 ̂

'
:

■ 

(

4

>「

専
売
益
金

‘琢
売
納
付
金)

は
>
次
に
第

6
表
忙
も
示
す
ょ
ぅ
に
、
三
：五

年

度

当

初

予

算

に

お

い

.
て

は

一
三
六
四

億

円

であ
っ
：た
.が
、
三 

.
五

年

度

第

1

ー
次
補
正
予
算
に
お
い
て
、
.
販
売
高
の
増
加
に
ょ
っ
て
日

本

専

売

公

社

納

付

金
9
增
収
見
込
と
し
て
三
九
億
：

〖

一五
百
万
円
が
追
加
さ
れ 

.
き

.,

.

.,

;

:,
:
,
'
v
. 
-
.
1
1
,
民
，：：.
.:

.

: 

'た
ゃ
：
補

芷

後

办

：

予

算

額

は

：約

t

四

〇

三

億

円

と

な
っ

:

、

酒」

：

て
；
〒
w

21
:巧
21
坤

嘲

以

-:
2
4如
,

表
一l

i

Tk
l
o
o 

9
,
6 

M
8
.
4 

9
,
6 

0 

2 

4 

.
2
。
5 

5
X
0
.
4

kl
31:

録

6C
V :

.約
芷
億
円
と
摧
定
し
て
、
第
1
表

：で
：
専

売納

付

金(

專 

5
:
:出
：
40
19
71
.
31
45
09
97
72
84
27
85
 ̂

:
財

.2
6
績

_ 

:':
;
バ

ン

ン

.
: 

.

第

卿

12
1

13
5
17
1

19
9
17
3
19
8
20
3
19
4

17
0

16
6

17
1

25
9

13
14
19

ゾ

，

|； 
:
-i
-
p
J 
'

'「

.売
S

V
;を
約 

5

.

' 

.
:
酒

.

:

- 

'

し

-.
.

1

.

1

1

^
17
、则
ん
：：

専
売
納
付
金
：

(

専
売
益
金)

は
、
日
本
専
売
公
社
納
付 

:
月

'-
1

2
-3
4

5 

6 

7
-
8 

9 

 ̂

n 

^

1

2
.
3
-
^
^
 ̂

金
と
ア
ル
コ

—

ル
#

売
事
業
特
別
会
計
納
付
金
で
あ
る

年

35
.
丨

丨

35
.

::

-

.ン
36
合

パ

a

这

'

が
、
';
'そ
の

絶

対

_

な

大

部

分

は

専

売

公

社

納

付

金

で

ぁ

年 度
3 3 年 度  
決 算

34 # 度 
決 箅

3 5 年 度  
当初予算

⑴ 収 入 総 . 額 2660 2844 3030
内，たばこ事業収人 2450 2615 2761

⑵ 支 出 総 額 1490 1621 1692
内，たばこ寧業費 1080 1118 1193

⑶ 差 引 収 入 超 過 額 1170 1223
------ ---- i-

1338
⑷ 资 産 增 加 領 . 91 30 30
( 5 ) 純. . 利 . 益 1261 1253 1368

:( 6 ) 固定資産増加額控除 2 1 9

(7) 専 売 納 付 金 1260 1251 (当初) 1359

'
.
，
.昭
和
三
三
年
度
決
算
額

. 

専
売
公
社
，納
付
金

.

'
一
二
六
◦
億
円 

ア
ル
コ~

ル
専
売
事
業
納
付
金
-
西億円
 

合
計

=

専
売
納
付
金

. 

一一|

六四億円

本専売公社納付金第 6 表

箅の説明，p .174。昭和 

>予算」35年度版p. 718。
決
の

局編；昭和33年度 

〔の説明，P .183。「国

三
四
年
度
決
算
額
：
 

. 
一
ニ
五
一
億
円 

一
0
億

円 

■ 

一
二
六
.
一
億
円

三
五
年
度
当
初
予
算
額
' 

■:
一

三

五

九

億

円 

.

:

'

四

億

円

'■
一
 

4
1ー»
1一
一
億
円
：

三
五
i

実
績
額 

_

一
四
六
五
億
円 

五
億
円 

一
四
七
0
億
円

,■
専

売

益

金

：の

増

減

は

、
.
主

と

し

て

、

';
-
-
専

売

公

社

納

付

金

の

増

減

に

ょ

つ

て

決

定

さ

れ 

る

。

そ

し

て

専

売

納

付

金

は

「

た
：ば

こ

」

：
の
.
専

売

益

金

(

租
税
専
売"
た
ば
こ
税)

に
ょ
つ 

:.
'て
決
定
.さ
れ
る

.

(

塩
事
業
と
し
.ょ
..
ぅ
脳
事
業
は
.'収益
.を
生
じ
そ
：ぃ
.な
ぃ
>
0 .
三

三

年

度

お

，
ょ

び 
111

四
年
度
の
專
売
公
社
納
付
金
の
決
算
額
と

.，

5五
年
度
当
初
予
算
額
は
第

6
表
に
示 

さ
れ
る

。

■. 

y

:
、第

6
表

が

：
汞

す

よ

ぅ

：に
、

」

専

売

公

：社

の

(

3〕

収
入
超
過
額
は
三
一
一

一：年
度
が
ら
三
五 

年
度
に
年
々
龙
加
し
て
い
る
。
し
か
る
に
三
四
年
度
専
売
納
付
金
が
三
三
年
度
に
比
し 

て
減
少
し
て
い
る
の
は

、(

4 >,

資
産
増
加
額
が
三
四
年
度
決
算
に
比
し
て
三
三
年
度 

.決
算
に
ぉ

1
て
約

3*
九
億

.円
：だ
.け
多

.か

.っ
た

か

ら

，で
.あ
'る
。.
:こ
か

項

目,

(

4
.お
よ
び
.6
1)

:
き
_
 

:
き

«

«
加
：'
.
«
:

#
-響

！
！.;
:
を

調

節

オ.れ
ば
,-
>
>
1
證

年

度

は

前

年

度

に

比

し

て

約

五

：一

:.1:'1

憶

円

の

增

加

で.あ
る

。

三
.五 

M

齡

r

超 

‘

'̂ 

主

.汰

. 

.

V

こ
：
、
:

“

'
入
増
利
増
納
ビ
省
：
_
 

-
年
度
の
専
売
納
付
金
.

«
売
益
金)

.実
績
を
約
1
:四
七
0

億
円
と
す
れ
ば
、
.
三
四
年
度
に 

人

ば

出

は

に
.

産

.蔵

年
.

た

たの産織売大

34
比
し
て
約
ニ
〇
九
億
円
の
増
収
で
あ
る
。
こ
の「

た
ば
こ
1—
,寿
売
益
金
：の
増
加
は
、
販

一収
■■
■
内

.
支
：内
、
違

資：

純
：屈
.

専
.

ベ：：〉

.売
数
鸯
の
増
加
と
：筆
 

の
結
果
を 

丸
六
〇
年
度
の.国
税
檇
造
が
持.つ

税
狀
，の
所
：得

弹

カ

性

^
 

.

一
 

丸

(

六
ニi



:
へ
：'-
'
.
,
.
ム

：

.

.
:
: 
ニ 
〇

:

(

.六
三
.
0

)

.

-

：た
ば
こ0
消費はの性質を持ヮてい；

^

国
民
の
所
得
が
増
加
す
れ
ば
、：

r
 

C

れ
：ま
で.消
費
し
て
い
た
瘇
類
の
.も
の
ょ
り
も
高

:
 

•

•
-

•-...
:
..
 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

•
.

級
品
を
消
費
し
ょ

5 土
す
.る
傾

向

が

：あ

り

、

ま

た

消

費

量

が

金

体

と

し

て

増

加

：す

：る

傾

向

が

^
る
が
、
所
得
が
増
加
す
る
：と

直

ち

に

_
そ
の
月 

か
ら
、
.そ
の
傾
向

^

®わ
れ
る
と
は
云
え
な
い
。
.，こ
こ
で
は
五〜

六
ヶ
月
の
枯
く
れ
が
あ
る
も
の
ど
彼
定
し
て
、
:(

1
>
,所
.得
弾
力
性
と

''(

2) 

限
界
函
敎
の
澈
値
を
溉
算
す
る
。
.

(

ー
-:
ー〜

ー
ー
直
参
照
'-
'
.
:
.
7
ハ
^
^
^
^
^
^
^
;■

:
、

へ
三
五
年
度
の
事
売
納
恍
金
を
約
1
四
七
0.
億
円
と
し
て
、
前
年
度
決
算
額
に
对
す
る
増
加
額
を
約
ー
ー

0

九
億
円
と
す
れ
对
左
記
の
数
値
を
示
す 

と
と
に
な
る
0

/ 

パ

:

.

.
V
- 

:

'

/

:

- 

(

1)

所
得§

力
性
は
約
0

*
九
に
な
る
。
:

(

？)

限
界
薆
は
約
一
：

四
％
|

る
。

: 

.
て 

/
;•
>■-

(

ニ)

砂
糖
消
費
税

•揮
発
油
税

•
物
品
税
•
関
税
に
つ
い
て

「

■
.
.■ 

.
 

.

■

-
.
•
-
.

 

.
 

.
 

.

.

.

.

.

. 

. 

^

o
)

砂
糖
消
費
税

.
A

6

〕

揮
発
油
税

,(

7)
，物
品
税
は
い
ず
れ
も
庫
出
税
ま
た
は
引

.取
課
税
で
あ
る
。、：
課
税
の
対
象
と
な
る
事
実
は
製
造

場
か
ら
移
出(

庫
出)

し
、
ま
た
は
保
税
地
域
が
ら
訂
取
る
事
実
で
'あ
る
。

£
5

)

#
糖
消
費
税
と
：C6

:
>

揮

発

油

税

につ
い
て
、

そ
の

課
税
事
実

. 

• 

- 

• 

• 

.

.

.

.

.

.

.

.

の
発
生
し
た
場
合
に

、
' 製
造
場
が
ら
移
出C

庫
出 

>さ
れ
た
も
の
に

.つ
い
て
は
翌
月
末
ま
で
に
、
保
税
地
域
か
ら
引
き
取
ら
れ
る
も
の
忆
つ
い
て
は 

直

ち

：に

納

付.す
る
。
物
品
税
に
お
い
て
、
小
萧
販
売
し
た
物
品
に
つ
い
て

.は
翌

月

末

ま

で

：に

、
"
製

造

場

か

ら

移

出

し

た

物

品

に

つ

い

て

は

翌

々

月
 

末
ま
で
に
、
物
品
税
を
納
付
す
る
。
保
税
地
域
か
ら
引
き
取
っ
た
物
品
に
つ
い
弋
は

-引
き
^
り
め
際
に
直
ち
に

^
品
税
を
納
付
す
る
。
担
保
を 

提
供
す
る
ど
き
は
、
砂
糖
消
費
税
で
は
一
月
以
内
、
揮
発
油
税
で
は

.一
；
一

月

以

内
C

但
し
保
税
地
域
か
ら
引
き
取
る
も
の
に
•つ
.ぃ
て
は
三
ヶ
月
以
内)

、
物
品 

税
に
つ
い

.て
は(

第
2
種

•第
3
種
の
'物
品
に
つ
ぃ
で)

ー
月
以
内
の
徴
狀
猶
予
が
認
め
ら
れ
ズ
い
る

:0
:

•
し
た
が
つ
て
、
こ
の
三
税
に
つ
い
て
は
課
税
事
実
の
発
生
か
ら

' 
各
税
ボ
収
納
さ
れ
る
妒

T
の

.

「

時
の
遅
れj

'は
、

一
一

.

ヶ
月
な
い
し
三
ケ
ガ
で

(

8〕

関
税
に
つ
い
て
は

、
.
.
課
税
事
実
の
発
生
と
、
へ
そ
の
収
納
ま
で
の
時
の
遅
れ
が
短
：い
。
関
税
に
お
け
る
課
税
事
実
の
発
生
と
、
国
民

O '
所 

得
の
収
得
お
よ
び

'処
分
と
の
間
に
、
全
く
関
係
が
な
い
と
は
云
克
な
い
と
思
う

0
所
得
の
仪
得
か
ら
所
得
の
処
分
ま
で
の「
時
の
遅
れ」

と
、
需 

要
の
增
加

_を
見
込
ん
で
輸
入
す
る
見
越
期
間
の
長
ざ
と
の
差
も
考
え

_な
け
れ
ば
な

'ら
.な
>0
<滅
民
所
得
の
増
加

.

(

ま
た
は
減
€

と
輸
入

1 :
と
の
間 

に
は
或
る
函
数
関
係
が
あ
ろ
う
：

(

限
界
輸
入
面
数
で
ぁ
る)

。
そ
の
限

i

数

関

係

は

い

が

な

る

程

度

の

：
時

の

遅

れ

を

，も

0
て
現
わ
れ
る
か
。
全
く
実 

需
に
関
係
の
な

；
^
惑
輸
入
を
別
と
し
て
、
国
民
所
得
額
の
増
加
，に
対
応
す
る
輸
入
の
増
加
が
現
わ
れ
る
ま
で
の「

時
の
遅
れ」

が
六
ヶ
月
よ
り 

も
長
い
と
い

.う
こ

->
は
あ
る
ま
い
と
思
う
。
む
し
ろ
、
三
ヶ
月
よ
り
長
く
六V

月
よ
り
短
い
I

恐
ら
く
五
ケ
月〜

穴
ヶ
月
：の
遅
れ
と
判
断
す
る 

.の
が

穏

当

で

あ

ろ

う

.と

私

は

考

え

て

い

る

。

. 

.

関
税
収
入
の
増
如
に
は
国
民
所
得
の
増
加
が
五
ヶ
月
な
い
し
六
ヶ
用
の
お
く
れ
を
も
っ
て
現
わ
れ
る
と
す
る
と
.

(

仮
.定
す
る
と)

、
三
五
年
度
の 

関

税

の

増

収

は

，い

か

な

る

程

度

の

所

#-
弾
カ
性
と
限
界
函
数
を
示
ず
こ
と
に
な
る
か
。

昭
和
三
五
年
度
の
関
税
収
入S'

増
加
額
は
、
六
ヶ
月
の
お
く
れ
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
昭
和

一

一

i

四
年
十
月
：か
ら
三
五
年
九
月
に
い
た
る
期
間
の
国 

民
所
得
額
と
、
前
年
十
月
以
後
の
同
期
に
お
け
る
国
兔
所
得
額
と
の
差
額

_

(

増
加
額)

と
或
る
函
数
関
係
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

'

昭
羽
三
三
年
十
月
か
ら
三
四
年
九
月

.に
い
た
る
期
間
の
国
民
所
得
額
は
約
九
兆
一
九
ー
'ー
七
億
円
：で

あ

る

。
；
三

四

年

十

月

か

ら

彐

五

年

九

月

に

到 

る
期
間
の
国
民
所
得
は
、
同

.一
前

期

間

の

所

得

額

の

ー

六

：

ー
；
％

の

增

加

；で

あ

っ

た

：と

す

れ

ば

、

約

：
ー

兆

四

八

0
0
億
円
の
增
加
で
あ
る(

総
額
、

1

〇
兆
—

一！〇
億
@
。

前

記

.の

よ

う

に

三

四

年
..(

曆
年)

に
対
す
る
三
五
年

' (

暦
年)

の
国
民
所
得
の
増
加
額
を
約
一
兆
五

§

〇
億
円
と
し
ヒ
。

そ
の
平
均
額
は
約
一
兆
五
一
五
〇
億
円
ヤ
あ
る
。
関
税
収
入
が
国
民
所
得
の
増
加
に

f

月

半

の

お

く

れ

を

赤

す

と

す

れ

ば

，

こ

の

約

.
一
兆
五
一

五

0
億

円

の

増

加

に-対
応

す

る

こ

と

に

な

；る

0
: 

,

- 

-

.

■-
.

.揮
発
油
税
，物
品
税
に
も
保
税
地
域

.か
ら

の

引

き

取

り

課

税

の

部

分

が

あ

る

：。
：輸

A
品
^
対

す

る

課

税

で

あ

る
■-
そ
こ
で
、：関
税
お
よ
び
揮
発 

:

一
.九
六
〇
年
度
の
国
税
構
造
が
持
つ
税
収
の
所
得
弾
力
性
ぉ
よ
び
限
界
祖
醤
数 

ム
ニ 

S
1
1

ニ〕



1h
兑

..

.

.
^
!
1

00
.
^
_つ
.い
て
は
：四

^
へ
月
半
な
い
し
：六

ヶ

月

の

連

れ

が

^
:る
も

0
>'
:し
^
.バ
ま
^
思(

惑
輸
入
*>
'
あ
^
ぅ
.が
、：
そ
'れ
を
舍
沁
て)

、
':
H
五
年
度
の 

税
仪
增
加
額
が
示
す(

1)

.所
得
弾
力
性
と(

2)

限
界
函
数
を
測
定
す
る
と
次
の
数
値
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

一
 

v
,
:
::
.':
_
.
'

ぐ

:'
種
；へ
.
;'
.
:
.
:
'-
'

■'
揮
発
油
税

.'
'
:
:
.
:
,:
-ツ
物

く

品

：
税

立

：
：

-お

';
、パ
;
'
.
:
ソ

.

：

..
■

:
:
.

(

i)

所

得

.弾
#
 

 ̂

.
0
^
,
: 

’
k
.
:
.

:.
..
-
'
^

.
:?.)

：：
限
.；
界

「
函

：
数
パ
'ン
レ
 

 ̂

'.
■
:

ノ 

0
0
0
':
::砂
糖
消
費
税
は
三
五
年
度
収
入
実
！f

に
お
い
て
は

、
' 前
年
度
決
算
額
に
比
し
て
約
五

.七
億
円
の
減
少
で
あ
る
。
税
制
改
正
が
な
か
っ
た 

場
含
の
税
狀
を
当
初
見
选
頮
に
：よ
一
て
調
擊
し
て
も
七
億
円

©:
'
減
辄
で
あ
る
。
'ご
れ
は
三
五
年
麻
年
：>に
：
お

け

る

国

民

所 

な
か
っ
た
も
.の
と
し
て
、
こ
の
所
得
弾
力
性
お
よ
び
限
界
函
敎Q

測
定
が
ら
除
く
。

一
 

9

0
通
行
税
は
、

.'
•交
通
機

'関
：の
利
用
考
の
購
買
力
支
出
に
対
す
る
直
接
支
出
課
税
ま
た
は
直
接
消
費
税
で
あ
：る
と
私
は
解
釈
し
て
い
る
ハ
し 

ば
し
ば
-流
通
課
•説
と
承
わ
れ
る
が
、
私

,
流
逋
税
な
か
も
の

_で
は
が
ぃ
と
解
釈
'し
て
い
る
^
通
行
税
は
、
.
'蓮
輸
業
者
が
運
賃
ま
た
は
；料
金
を
領
収
す
る
際 

に
、
.国
に
代
わ
っ
て
、
乗
客
が
ら
逋
行
税
を
徼
收
し
て
翌
月
末
ま
で
に
納
仲
す
る
。
.国
鉄
に
ヴ
い
て
ば
翌
々
月
末
ま
で
，に
納
付
す
る
。
課
税
事
実 

の

発

生

か

ら

权

納

ま

で

；の
.遅
れ
は
約
一
一
一
ヶ
月
に

な
る
。
通
行
税
収
入
の
大
部
分
は
国
鉄
が
徴
収
す
る
通
行
税
で
あ
る
。
個
人
が
支
私
ぅ
通
行
税
収

X
は
少
い
。
大
部
分
.は
民
間
の
舍
社

.'
'
'諸
機
関
お
よ
び
公
的
機
関
に
よ
っ
て
支
私
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
年
々
の
増
収
額
も
少
い

.が
ら
、
所
得
弾

. 

... 

- 

. - 

.

.

.

.

.

. 

. 

.

.

力
性
お
よ
び
限
界
函
数
の
測
定
か
ら
除
く
こ
と
と
す
る

。

.'

'

.
'

.

.
■

.

'
:■

.
:
"
'

マ

' 

:
.
■
:
:■
•
■
\
■

.

'

一
 

.

.

■

.
:

■

.
:
.
'

 
.

•

五
、
国
税
収
入
の
所
得
弾
力
性
と
限
界
函
数.の
数
値
：

.
:

ン

.パ
'
 

.

 

ノ
'

 

.

日
本
の
現
在

"
一

九

六

〇

丨

六

；
一

年

度

の

_
|̂
構
造
が
持
つ
所
得
弾
力
性
と
服
界
函
数
の
数
値
は
、
所
得
税

.
法
人
税

.
o
酒

税

•専
売
益
金(

租 

税
専
売=

た
ば
.こ
税)

.
揮
発
油
税

•
物
品
.税

V
関
税
1

七
つ
の
租
税
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。：

こ
れ
ら
の
粗
税
は
三
五
年
度
の
国
税
収
入

加重平均による所得弾性値1,9002 27.5
%

その他の租税 
および印紙収入

X

 
%

,0
0.5

3样度決算額所得 
における比軍i 弹性撤 

1 I

0

5
 

0
 

7
 

6
 

4
 

o
 

o
 

<

2
 

.
3 

6
 

4
 

5
 

2
 

6
 

グ
52
.

87
.

14
.

8.
ん 

4

9.

平均値

4

.

1.
9

2.
0

X 0.9 
X 0.9 
X 1,4 
X 2.0 
X 1.6

%
9
-
I
V

 

.

.
o
 

9
 

2
 
2聯

税

被

命
.'
税

税

税

得

人

-.
し

品

.

:

'
売
発
：,
V 
.

.所

法

酒
' 

専

揮
.物

：：

関

に
お
い
て
約
九
五
％
を
占
め
、
増
収
額
に
お
い
て
約
九
八
％
を
占
め
て

.い
る
。(

第
1
表
参
照)

..

砂
籾
消
費
税
は
現
在
の
歌
態
：に
お
い
て
は
、
国
民
所
得
の
増
加
に
対
応
し
て
変
動
し
て

.い
な
い
。

t'
:た
通
行
税
の
増
収
は
極
め
て
少
い
か
ら
、
 

こ
れ
ら
の
数
値
の
測
定
か
ら
除
外
し
た
。

.

'

.

(
S
)

有
価
証
券
诹
引
税
；v(

ll
:
}
取
引
所
税
.
と
ん
税
S

湾
使
用
料
の
性
®;
を
.棒
つ
プ
.ト
ラ
ン
プ
親
稅
そ
の
ほ
か
は
所

.得
の
変
動
こ
.殆
ど
関
系 

を
持
た
な
い
か
、
ま
た
は
税
収
が
極
め
て
少
い
も
'C
O

と
し
て
除
い
た
。

§

 

■
«

,
ハ13)

 

'再
評
価
税
：の
税
収
も
昨
年
お
よ
び
本
年
の
所
得
の

麥
動
に
よ
る
税
収
の
変
動
に
関
係
が
な
い
も
の
と
し
'て
除
き
、
ま
た

Q
 

W印
紙
权
入
.も 

登
録
税

•
印

紙

税

な

ど

.
は
主
と
し
て
資
産
に
関
す
る
課
税
と
し
て
除
外
し
た
。

.

ヾ
し
：た
が
：っ
て
、：
前
記

.の
所
得
税

I
関
税
の
七
つ
の
租
税
に
つ
い
；

て
—

：

自
然
増
収
額
の 

約

九

八

％

を

占

め

て

い

る

租

税

；に

や

い

：
で
、

^
れ

ぞ

れ

：の

租

税

収

入

に

、

い

.か
な
る
程
度
：
 

の

r

時
の
遅
れ」

を
.も
っ
て
、
国
民
所
得c

分
配
国
民
所
得)

の
変
動
め
結
果
が
現
わ
れ
る

表

所
-

2;
5

3.
0

0.
9

0.
9

1.
4

2.
0

巧

第

11

X

X

X 

X 

X 

X 

X 

X

::

_

—

そ
.れ
ぞ
れ

0
祖

税

収

人

に

現

わ

れ

て

い

，各

そ

の

—1
時
の
遅
れ」

.は
、
長
い
も
の
は
五〜

六
^

月
、
.短
.い
.も
の

は

：
ー
へ
ヶ
：
月

半

©

:

「

時
の
.遅
れJ:

を
現
わ
し

.て
い
る
0
そ
れ
ぞ
れ
の
租 

税
に
現
わ
れ
て

.い
る

と

の

：：

「

畤

の

遅

れ

」

'
:を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
租
税
が
：国
税
の
嗜
収(

ー
_ 

会
許
分)

'総
額

に

お

；い

て

占

：め

る

比

重

に

よ

'っ
て

加

重

平

均

し

て

調

整

す

れ

：ば

、

国

税

収 

入
の
総
額
と
し
て
は
、
国
，民
所
得
の
增
加
に
対
し
て
約
三

.ヶ
月
半
な
い
し
四
ヶ
月
の「

時 

.の
遅
れ
1—
-
を
苹
し
.て
い
る
結
果)

に

な

る

。
：
前
記
ー
の

±
ぅ
に
所
得
税
収
入
は
ニ
ヶ
月
に
近
い

': 

遅
れ
、
法
人
税
は
:3
>
.
'
月

半

な1>
し

四

か

月

の

遅

れ

，

〈

-

四

頁

ャ

ー

，
六

頁

参

照

)

、
：酒
税
そ
め 

一.九
六
〇
年
度
の
国
税
S

が
持
つ
税
収
の
所
得
弾
力
性
ぉ
よ
び
限
界
租
税
面
敫 

l
u
l
l
.
s
l
u
D
.
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A
-
.
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ニ
：四：(

六
三
：s
:
.

:
他

：の

消

費

税

と

：撕

税

に

つ

い

て

は

：
五

〜

六

，：ヶ

月

の

遅

れ

が

：あ

る

も

0
"と
す

る
0
.-
七
頁—

客
^̂
^̂

驭

の

比

童

に

ょ

っ

て

計

基

ず

る

：
と
：
次

の

結

果

.が
：規

わ.：れ
右

。
：：
左

の

表

で

公

)

8
ー£
年

度

'の

表 

.

(

月

'.
数
丫
で
あ
る
。
"

■ 

. / 
ぐ

'.
 

" 

- 

0
- 

^

:

.

.

.

.

.

.
 

* 

.

-
 

> 

.

: 

' 

-

.
'

(

1)

所
;

-:
;

得
.

っ

税：

一
.
：(

八)

：ゝ
|
ー
六
•
四
%
:
:
:
チ 

五
：ー
ー:.
:
-八
％
:
.
.:

.■
,

.

.(

2
>
:法

':
;人

'
'税
.
.'
: 

C
A

) 

0
.
0
^
, 

-
X
- 

4
-
B
w
n
n
n
n
- 

0
%
. 

, 

■

,

.

④

：：

麵

!.)

_ 

.

(

2)

. (

3)

の
比
S

A)

合

計

九

七.九
％

.加

重

平

均

値

』

^̂
^̂
 ̂

.

.

.

:

し

た

：が

っX
、
昭

和

蓋

$

の
国
税
収
入
の
増
収
額

.の
九
身
ま
で

i

入

全

体

と

し

て

の

国

民

I

の
増
加
の
結
果 

を
反
.映
し
..
，て
い
る
と
判
断
し
て
ょ

.い
と
思
ぅ
。.V...

:

そ
れ
ぞ
れ
の
祖
税
が
三
四
年
度
決
算
の
国
税
収
入
総
額
に
お
い
て
占
め
る
比

®
と
、
.
そ

れ

ぞ

れ

の

租

税

が

現

わ

し

て

い

る

所
得
弾
力
性
の
数
値 

に
ょ
ら
.て
、
.加
重
平
均
：す
れ
ば
、

一
九
六
〇
丨
六j
年

度

の

国

税

構

造

の

：持

わ

所

得

弾

：か

性

は

、

',
:約

f
/
‘A'
で
あ
る
と
い

3
結
果
が
現
わ
れ
て
い 

る 

C

第 
7

表
參
照)

。
.：

へ

.
■

.

.

限
界
租
税
函
数
は
、
曆
年
の
国
民
所
得
の
増
加
額
と
の
割
合
に
お

.い
て

、
：
前

記

第7表
の
.七
.つ
.の
租
税
に

.つ
い
て
は
、
■ -三
五
年
度
税
収
実
績
は

、
、
- 

..

ぃ
約
一
ー
七
％
で
あ
る
こ
と
を
示
卩
て
い
る
。
そ
の
他
の
諸
税
お
ょ
び
印
紙
収
入
：の
増
舣
額
を
加
え
れ

.ば
、

国

民

所

得

，の

暦

年

計

算

の

増

加

額

に

対

し 

て

約

ニ

七•
五
％
を
示
し

.て
い
る

.

(

第
7
表
参
照)

0

.
-

へ
ィ
ノ

；
。

^̂
^̂

こ
こ
に1

ニ
五
年
度
の
国
税
収
入
に
現
わ
れ
て
.い
る
所
得
弾
力
性
お
ょ
び
：限
界
租
税
函
数
の
数
値
を
検
討
し
た
。
そ
れ
は
日
本
の
国
税
構
造
が
一 

九
六
〇—

六
一
年
に
持
っ
て
い
た
胜
格
の
重
要
な
特
徴
の
一
つ
を
示
し
て
い
る
と
思
う
。
.
V

..

.

.

社

会

的

価

値

判

1¥
と

政

策

フ
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。
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